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内之浦ロケット朝市　開催
12 ⽉ 22 ⽇、内之浦漁協市場にて内之浦ロケット朝市が⾏わ

れました。
当⽇は、朝８時 30 分からの開始でしたが、会場には、その

⽇に⽔揚げされる新鮮な⿂を求めて、開始前から⻑蛇の列がで
きていました。

400 ⼈近い来場者があり、会場は⼤いに賑わっていました。

岸良地区お正月伝統行事　テコテンドン
１⽉２⽇、岸良地区にてテコテンドンが⾏われました。
テコテンドンは、⼭頂にある北岳神社に神霊を迎えに⾏き、

麓の平⽥神社に迎え⼊れ、五穀豊穣、無病息災を祈願する岸良
地区の伝統⾏事です。

今年は、平⽥神社関係者や、地元関係者など総勢 15 名が参
加し、11 名が⼭頂まで登りました。

無事奉納を終えた⼀⾏は清々しい顔で⼀年の始まりを迎えて
いました。
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国見竹灯籠まつり 楽竹 night　開催
12 ⽉ 21 ⽇、 後 ⽥ 地 区 公 ⺠ 館 で 国 ⾒ ⽵ 灯 籠 ま つ り「 楽

⽵ night」が開催されました。このイベントは、くにみ楽
cafe&Bar が主催して⾏っています。

第７回となる今回は、「⼤隅絆灯〜華〜」と題して、8,739（華
咲く）個の⽵灯籠が飾られた他、ステージイベントや温かい飲
み物などのふるまいなど様々な催しものが⽬⽩押しのイベント
となりました。

⾵が強く、ろうそくの⽕が消えてしまうハプニングもありま
したが、訪れた⼈たちは、寒空の下、たくさん並んだ⽵灯籠の
灯りを楽しんでいました。
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肝付町消防団出初式　実施
１月５日、肝付町消防団出初式が開催されました。
内之浦地区、高山地区それぞれでの消防団員による町内パ

レードを皮切りに、文化センターでは永年勤続などの消防功労
者や、消防団員の妻への表彰などの式典が行われました。
観覧の町民や来賓を前に、令和６年度肝属支部消防操法大会

で入賞した東部分団らによる消防操法の実演や、内之浦地区で
は放水訓練なども行われ、寒さを吹き飛ばす力強い式典となり
ました。

地域プロジェクト・マネージャー　退任の挨拶
このたび、私、仲西康至は令和７年１月、任期満了により退職をさせていた

だくこととなりました。地域プロジェクト・マネージャーとして３年間の活動
期間中は、町民の皆様に大変お世話になり誠にありがとうございました。宇宙
に飛び立つロケットや、緊張な中を駆け抜ける流鏑馬の勇姿など、たくさんの
思い出を作ることができました。特に、内之浦などの美しい海岸は、肝付町の
宝であると思っております。私は３年間「人口減少対策」と「空き家の抑制」
という大きな課題に対して、微力ながら活動を続けてまいりました。お陰様で、
昨年（令和５年度）は 100人を超える移住者を町に迎え入れることができ、37件の空き家の売却に成功を致しまし
た。移住者との交流会も２度にわたって開催をすることができ、楽しいひと時を過ごすことができました。
最後になりましたが、肝付町のさらなるご発展と町民の皆様のご多幸をお祈り申し上げます。３年間という短い

間でしたが、有難うございました。

役場玄関前門松　40 年間ありがとう
12月 24日に、社会福祉法人天上会の方々より、肝付町役場

本庁舎玄関前に立派な門松を設置していただきました。
この門松設置は、毎年天上会の皆様から肝付町への贈り物と

して実施していただいており、今年で 40 年の節目を迎えると
同時に、人員不足等の観点から今年で最後の設置となりました。
長きにわたり、町の窓口が晴れやかなお正月を迎えられまし

たことは、今まで門松設置に携わっていただいた天上会の皆様
のお陰です。

40年間ありがとうございました。

内之浦地区鬼火焚き　ドヤドヤサー
１月７日、内之浦漁協近くの広場でドヤドヤサーが行われま

した。
ドヤドヤサーは内之浦地区の浜辺付近で毎年１月７日に行わ

れる鬼火焚きの一種で、新年の飾り等を焚いて、その火照りで
新しい年の悪事災難を払うと言われています。
当日は七草を迎えた子どもたちをはじめ、大勢の見物客が集

まりました。
親竹が倒れると一斉に飾りのついた竹に人が集まり、今年の

縁起物として持ち帰っていました。

当日の様子は観光協会のYouTube
でも見ることができます▶
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